研究に関する情報公開（オプトアウト）について
「心不全入院患者における持参薬の抗コリン薬負荷の実態調査」へのご協力のお願い
　当院では、以下の研究を実施しております。この研究は、過去の診療記録（カルテ）の情報のみを用いて行うものであり、患者さんに新たな検査や負担をお願いすることはありません。このような研究は、国の倫理指針に基づき、患者さん一人ひとりから直接同意をいただく代わりに、研究の内容を公開し、研究への利用を望まれない場合にはお申し出いただく機会を保障することで実施することが認められています（オプトアウト）。研究への利用を希望されない方は、下記の問い合わせ窓口までご連絡ください。お申し出により診療上の不利益を受けることは一切ありません。
	研究課題名
	心不全入院患者における持参薬の抗コリン薬負荷の実態調査

	研究機関・責任者
	山陰労災病院　薬剤部　研究責任者：豊島佳那子

	研究の目的・意義
	心不全の患者さんは多くのお薬を服用されていることが多く、お薬のもつ「抗コリン作用」が積み重なること（抗コリン薬負荷）が、認知機能の低下や転倒と関連することが報告されています。本研究では、日本老年薬学会が公表した「日本版抗コリン薬リスクスケール（JARS）」を用いて、心不全で入院された患者さんが入院時に持参されたお薬の抗コリン薬負荷の実態を調査し、在院日数などの心不全に関わる治療指標との関連を探索的に検討します。得られた結果は、将来の心不全患者さんの薬物療法の適正化に役立つことが期待されます。

	研究の対象
	2025年1月1日〜2025年12月31日の間に、当院循環器内科に心不全の診断で入院され、入院時に持参薬の確認記録がある患者さん

	研究期間
	2028年12月31日まで

	研究の方法
	診療録（電子カルテ）から下記の情報を収集し、持参薬の抗コリン薬負荷をJARSにより点数化して、治療指標との関連を統計学的に解析します。

	利用する情報
	・患者背景：年齢、性別、BMI
・検査値：入院時のeGFR、アルブミン、ヘモグロビン、NT-proBNP、退院時のNT-proBNP、左室駆出率（EF）
・持参薬：薬剤名
・治療情報：在院日数、心不全治療薬の処方状況、退院先、退院後3か月以内の再入院の有無

	情報の管理
	氏名・住所などお名前が特定できる情報を取り除き、研究用の番号に置き換えた上で、パスワードを設定した施錠管理下のパソコンで厳重に管理します。番号との対応表は研究責任者が施錠して保管します。研究成果は学会や論文で発表しますが、個人が特定される形で公表されることはありません。研究データは研究終了後10年間保管した後、完全に消去します。他の研究機関への提供や将来の別の研究への利用は行いません。

	研究資金・利益相反
	特別な外部資金は用いず、通常の診療業務の範囲内で実施します。開示すべき利益相反はありません。

	お問い合わせ・
利用拒否の申し出
窓口
	本研究に関するご質問や、ご自身（またはご家族）の情報を研究に利用されたくない場合は、下記までご連絡ください。お申し出があった場合、当該データは速やかに解析から除外します。
山陰労災病院　薬剤部　担当者：豊島　佳那子
電話番号：0859-33-8181（受付：平日 9時〜17時）



研究責任者　山陰労災病院　薬剤部　豊島佳那子
